


























　人物の名はグリモ・ド・ラ・レニエール Alexandre-Balthazar Laurent Grimod 
de la Reynière (1758-1837) といい、フランス革命をまたぐ生涯を生きた。『美
食家年鑑 Almanach des Gourmands』（1803-1812）を執筆した美食家として歴
史に名を残した。この書は基本的に一年ごとに刊行される美食批評の書であ
り、特に「滋養になる道案内」という章は当時の人々の人気を得たのみなら
ず、今日にいたるグルメガイドの先駆として知られているが、真価はそれに
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とどまらない。ここに読み取るべきは、革命という大きな社会的変革が、人々
の生活、心情にもたらした変化は何であり、またその変容のなかで生まれ、
形作られたフランスの美食にはどのような特徴があるかということである。
これを検討するなかから、その劇的な変化を目の当たりにしたグリモが切実
な思いをもって美食に込めようとしたささやかな思想ともいうべきものもま
た、照らし出されることになる。
　グリモは確かに独創的なテクストを残した。とはいえ、彼ひとりのなし
た功績ばかりがこの国の美食を決定づけたわけではない。事実、グリモに
先立つ 1 世紀ほどのあいだに、美食をめぐる感性には大きな変容が生じて
いた。その一端を、美食をめぐる様々な語彙の歴史的変遷をたどることに
よってみてみる。注目すべきは、グリモの主著のタイトルにも用いられる
「グルマン」なる語である。現代フランス語では、日本語の「食いしん坊」
の感覚にも近く、「よく食べるけれども、その様子がどこか憎めない愛すべ
き人物」を表現することばである。だが歴史的にみれば、この語は特に宗
教的な価値観のなかで、長く決定的に否定的な意味を帯びてきた。これに
変化が生じるのは 18 世紀を通じてのことである。つまりこの時期、それま
で動物的な貪食（行為）を意味した「グルマン（ディーズ）」が次第に洗練
の要素を獲得していく。これに併せて、この語彙がごく〈フランスらしい〉
文化を愛する人物が備えるという点でもはや肯定的ともいってよい扱いを
受けている現状を思えば、この時代以降、現代にいたる時間のなかで、「グ
ルマン」は否定的なものから肯定的なものへと価値を転じたことがわかる。
グリモはまさにその始まりに位置しており、したがって彼の時代以降、こ
の語の積極的再定義が試みられ、実現したといえるのである。そしてそれ
はあるものが「はじまり」、同時に別のあるものが「おわる」時期でもあった。
　この時代に開始されたのは、「ガストロノミー」なるものである。1801
年ある詩人によって編まれた詩集のタイトルに用いられるや、美食につい
て書くことは流行となった。この語の誕生がこの時期であったことには必
然性がある。革命から 10 年余りが経ったこの時期とは、革命による混乱状
態、この大事件が結果社会にもたらした変化がよくみえてくる時期でもあっ
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た。革命によってもたらされた流動的な社会においてはたくみに勝機を得、
たちまち富裕になる者たちもいた。美食なる文化の発展には、実は彼ら新
興富裕層の存在は決定的な役割を果たしている。彼らは突然得た富の最適
な使い道として、当時誕生し増殖しつつあったレストランをはじめ、豪奢
な食を好んだのであった。実際のところ、彼らはただ腹を満たしたいとい
うよりは、レストランなる半ば公的な場において贅沢な食行為を繰り返す
ことで、自らが得た地位を自他共に確認し、それをさらに確固たるものに
したいという強い思いを持っていた。この飽くなき欲望とも重なった食欲
こそ、今日に繋がる美食産業発展の推進力となるのである。
　こうした光景を目の当たりにしたグリモは、落胆を覚えた。というのも、
彼にとって美食とは美味しいものを食べること以前に、理想的な社交を展
開すべき場であったからであり、新たな時代の食べ手たちは社交を知らぬ
人々であったからだった。つまり、それは彼にとって「社交のおわり」を
意味した。彼が青年期を過ごした 18 世紀は社交の世紀であった。啓蒙哲学
者らは、社交そのものに哲学の意義と実現を見出したほどである。こうし
た社交の習慣を愛したグリモは、それが革命後急速に失われるのを前に、
これをせめて「美食」という領域に限定してではあるがそこで実現し、以
降にも引き継がれるべく保存しようと考えたのである。『年鑑』の世界観に
想定される住人は皆が「グルマン」である。彼らは美食の知識と同時に、
完全なる社交の作法を身につけている。彼ら相互の付き合い（特に食事会
の招待に関係する）については、ときに厳格にすぎるような諸規則が設け
られている。グリモはこの世界を「美食家の帝国」と呼ぶが、それはその
保持のためにはきわめて厳格な規則の遵守が不可欠であるが、しかしそれ
が実現する限りにおいて、完全なる社交の喜びを享受することのできるユー
トピアとして構想されている。そして今日においてなお、フランス人が愛
する食卓には、会話、すなわち社交が不可欠な要素となっていることを思
えば、グリモの思想はそこに生き続けているということができる。
